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Abstract
 For this report, an interview-based investigation was conducted, principally concerning "French doctoral 

education in general," "organization," and "the student life of doctoral course students," at three universities which 

involve Ecole Doctorale (ED). One of these three universities was University of Paris-Sud (hereinafter, “ED456-11”), 
which was the main school of ED456, and the other two were University of Paris Descartes (hereinafter, “ED456-
5”) and Montpellier 1 University (hereinafter, “ED463-1”) which were the affiliated schools of ED456 and ED463 
respectively. The above-mentioned two ED (ED456 and ED463) comprise the cooperative structure for graduate 

schools related to physical education and sports science in French doctoral education. 

 The results of this investigation show that constructing a system for cooperation allows students to continue on 

to doctoral courses at graduate school with more ease,  and allows the cultivation of people with highly-specialized 

knowledge and expertise across a range of research institutions. Moreover, it also indicate the possibility of the 

development of skilled professional people with doctorates that combine abilities from a broad range of disciplines 

who are able to take a broad view of business in both enterprises and in society at large. This phenomenon is 

intended to ensure the quality of doctoral courses at graduate schools, and moreover, is reported to open up a range of 

career possibilities for degree holders. Comparing the results of this investigation with the content of our educational 

program for the cooperative graduate school system suggested that this program is also a system that will be able to 

fulfil a role in doctoral courses at the graduate school in the future.
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Ⅰ　はじめに
　鹿屋体育大学では体育学・スポーツ科学領域の

高度な専門的知識を有した指導者・研究者を養成

するために，九州地区における体育学およびス

ポーツ科学分野の発展を目的として，平成25年４

月に「体育学・スポーツ科学連携大学院教育プロ

グラム（以下，「本プログラム」）の開発プロジェ

クト」を立ち上げた。本プログラムは，体育学・

スポーツ科学に関する博士後期課程のない鹿児島

大学大学院教育学研究科および熊本大学大学院教

育学研究科の修士課程の大学院生（以下，修士学

生）が鹿屋体育大学大学院博士後期課程（体育学

研究科）に入学することで，修士課程と同様の環

境で引き続き教育・研究指導を受けられるという

ものである。また，修士の学位を持つ有職者（教

員や指導員）が近隣の大学で鹿屋体育大学の博士

の学位を取得することも可能にしている。

　本プログラムを立ち上げるにあたり，筆者らは

九州地区の国立大学に所属する大学教員と修士学

生を対象に博士後期課程進学に対する意識や実

態，および本プログラムの必要性に関する調査

（徳田他，2014）と，連合大学院および共同研究

開発専攻を実施している幾つかの大学院に連携プ

ログラムを構築する過程で予想される諸問題（資

格制度，授業の実施方法，教育研究指導の体制，

学生の所属，身分など）に関する調査を実施した

（徳田他，2015）。これらの結果から，博士後期課

程を有さない修士課程に属する教員および修士学

生ともに，修士課程での指導を延長して指導・研

究活動を継続したいという意思のあることが分

かった。また，地理的に離れている大学同士が連

携するための方法として，遠隔授業システムを効

率よく使用することが，遠隔地間においての研究

指導をより効率化することに繋がることがわかっ

た。

　このような大学間連携は海外でも積極的に進め

られており，文献調査より，フランスでは1990年

前後に大学院教育制度が本格的に整備され，博士

号取得者の倍増計画の実現に向けて，指導体制

の整備が図られたことがわかった 。博士学位の

取得をめざす学生を対象とする機関として設置

されたのが，「博士教育センター注1）（ED：Ecole 

要　　　約
　本調査は，フランスの博士教育の中で，体育学・スポーツ科学に関する大学院で連携体制を構築してい

る２つの「博士教育センター（ED）」のうち基幹大学であるパリ第11大学と構成大学であるパリ第５大学，

モンペリエ第１大学の３校を対象に，主に「フランスの博士教育全般」，「組織」，「博士課程学生の学生生

活」についてヒアリング調査を行った。

　その結果，連携体制を構築することで，大学院博士課程に学生が進学しやすくなり，種々の研究機関に

おける高度な専門的知識，技術を持ち合わせた人材，さらに，一般社会や企業において俯瞰的な視点から

事業を見ることのできる専門的な幅広い能力を兼ね備えた博士号の学位を持つ高度な職業人の育成が可能

になることが示唆された。このことは，大学院博士課程の「質の保証」を図り，さらに学位取得者の多様

な進路の開拓をも可能にしていることにもつながると思われる。今回の調査結果と体育学・スポーツ科学

連携大学院教育プログラムの内容を比較したところ，本プログラムもこれからの大学院博士後期課程の役

割を果たせることができるシステムであることが示唆された。

キーワード：博士教育センター（ED：Ecole Doctorale）連携大学院　博士教育　学際的・複合的領域

   
注1） 夏目は「博士教育センター」（夏目，2007），大場は「博士学院」（大場，2009）の言葉を充てている。本報告では夏目の
「博士教育センター」を用いた。
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Doctrale）」である（夏目，2007）。その主な目的

として「専門領域のみならず隣接する学問領域や

社会全般に開かれた教育を提供する」「EDの設

置主体を，同一地域の機関群によって設置する

ことを原則とする」ことが含まれている（大場，

2009）。EDは研究領域ごとに各地に複数設置さ

れており，体育学・スポーツ科学関係で独自に設

置されている EDは２つある。EDでは，高い研

究指導や教育の質の保証，学生間の交流，教員の

責任と役割の明確化が行われるなど，これまでの

個人関係を中心とする指導体制で行われてきた従

来型の大学院教育ではなく，集団的な指導体制の

整備が着実に進められている（夏目，2008）。ED

のように博士教育の高い研究・教育を目的として

行われている連携の仕組みを調査し，本プログラ

ムに必要な内容は取り入れ，改善すべきことは可

能な限り改善して，本プログラムの今後の発展の

一助としたい。

　フランスの博士養成教育の中で，体育学・ス

ポーツ科学に関する大学院で連携体制を構築し

ている２つの ED（ED456と ED463，詳細は後述）

の基幹大学と構成大学を対象にヒアリング調査を

行い，連携体制の仕組みや行われている博士教育

について調査することを目的とした。

Ⅱ　方法
１．調査対象

　本調査の訪問先は，訪問および調査の承諾が得

られたフランス国内の体育学・スポーツ科学に

関する２つの EDのうち，ED456注2）の基幹大学

であるパリ第11大学（以下，ED456-11注3）），同構

成大学であるパリ第５大学（以下，ED456-5注3）），

ED463の構成大学であるモンペリエ第１大学（以

下，ED463-1注3））の３校とした。ED456と ED463

の概要を表１に示す。

２．調査方法

　本プログラム開発プロジェクト委員の鹿屋体育

大学の教員５名，熊本大学の教員１名，鹿児島大

学の教員１名，プロジェクト研究員１名が直接出

向き，パリ第11大学の体育・スポーツ科学部長

（Dean of UFR STAPS），パリ第５大学の体育・ス

ポーツ科学部長（Directeur de l’UFR STAPS），モ

ンペリエ第１大学の研究副部長兼 ED463研究副

科 長（Directeur Adjoint à La Recherche / Directeur 

Adjoint Ecole Doctorale 463）にインタビューを

行った。調査場所はそれぞれ，パリ市南部郊外の

Orsayにあるパリ第11大学の学部長室，パリ市15

区にあるパリ第５大学の会議室，フランス南部の

都市モンペリエ市にあるモンペリエ第１大学の会

表１　ED456と ED463の概要

ED456 ED463

研究科名
Sciences of Sport, Motoricity and Human Movement

スポーツ・人間工学・人間運動科学
Science of Human Movement

人間運動科学

基幹大学 パリ第11大学＊ エクス・マルセイユ大学

構成大学
パリ第５大学＊

パリ第10大学＊

社会科学高等研究院

モンペリエ第１大学＊

トゥーロン大学
アヴィニョン大学

在籍学生数 125名 109名

表内の＊を付した大学は今回訪問した大学

   
注2） EDの番号は，EDとして認められた順番を示す。
注3） 今回独自に用いた略称で「ED456-11」の「-11」は，パリ11大学を示す。同様に「ED456-5」の「-5」は，パリ第５大学，
「ED463-1」の「-1」はモンペリエ第１大学を示す。
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議室であった。訪問する大学には，事前に目的を

説明し，訪問の許諾，訪問の日程等について同意

を得た。同時に，訪問において調査したい項目，

内容について，フランス語に翻訳した質問項目を

事前に送付した。インタビューは事前に送付した

質問項目の内容に基づき通訳を介して行われた。

会話は同意を得て ICレコーダーで録音し，調査

終了後に記録データを日本語に翻訳したものを調

査資料とした。また，帰国後に送付された質問項

目への回答も日本語に翻訳し資料とした。調査期

間は，2014年９月29日（月）から2014年10月３日

（金）であり，各大学での調査時間は約70分から

約200分であった。

　なお，事前に送付した質問項目の記入にあたっ

て「答えられない質問」があれば答える必要のな

いことを明記した。インタビューにおいては，は

じめに「回答の内容を公表すること」について，

口頭で了承を得てからインタビューを開始した。

　事前に配布した質問項目の内容の概要は，1）

大学院全体の基本情報，2）フランスの博士教育 

（ED） 全般について，3）組織 （ED） に関すること，

4）博士課程の学生の学生生活，5）その他であっ

た。

Ⅲ　結果
　インタビューの結果，フランスの高等教育にお

ける EDの位置づけや役割，EDの現状や連携シ

ステムの活用，沿革や展望，問題点などが明らか

となった。ここではこの結果をふまえ，フランス

の体育学・スポーツ科学系の博士教育センターの

仕組みなど組織面について整理したうえで，本調

査の結果を述べる。

　なお，同じ質問項目に対して各大学からの回答

が多様であったため，各々の回答をそのまま記載

することとした。

１．フランスの体育学・スポーツ科学系の博士教

育センターの体制

　フランスの高等教育は，修業年限３年以上の

大学やグランゼコール，その他の機関で行われ

る。大学はこれらの高等教育機関の１つではある

が，学生数や教員数の面からみて他の機関より大

きな存在となっている。大学の教育は，連続する

３つの課程で構成されており，上の課程に進むに

は各課程を修了することが必要である。第１期課

程（第１，第２学年）で一般教育修了証 （DEUG：

diplôme d’études universitaires générales） を取得後，

第２期課程 （第３，第４学年） に進む。第２期課

程では，第３学年の修了証である「リサンス」を

修得後，第４学年に進み「メトリーズ」を取得す

る。第３期課程（第５学年以降）が大学院レベル

に相当する。第３期課程の１年目（通算第５学

年）には，「研究深化学位課（DEA：diplôme d’

études approfondies）」と「高度専門教育学位課程

（DESS：diplôme d’études supérieures spécialisées）」

が置かれている。前者が DEAを取得後に博士課

程に進み，「博士の学位」取得を目指すコースで

あり，後者は就職に備えて高度の専門教育を行う

課程と位置づけられている。

　フランス政府は，大学，公立研究機関，産業界

において，大学院レベルの専門教育を受けた人材

の需要が増大していることを踏まえ，1989年２月

に今後，５年間に博士学位取得者の数を倍増する

計画を決定した。また，産業界においては，当時

高級技術者の中で DEAを取得したものは９％，

博士の学位は５％にすぎず，ますます厳しくなる

国際競争に晒される産業界を活性化させるため

に，それぞれ30%，15%にまで引き上げることが

必要とされた（夏目，2007）。そこで政府は，第

３期課程の指導体制の整備を図ることにした。

　これに対応した形で，DEA課程以降に博士論

文を執筆し，博士の学位の取得を目指す学生を

対象とする機関として設置されたのが EDであっ

た。EDは，1980年代末にいくつかの大学で設置

が始まったが，法令で明確に規定されたのは1992

年３月の省令であった。この省令の第３章では，

博士教育は「主に，EDで行われること」などが

規定された。2002年の省令で，博士養成機関とし
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て EDを明確に位置づけ，EDに修士課程も含め，

博士課程で行う教育内容・時間を具体的に示し

た。2006年の省令では，EDにおいては博士課程

のみをおくこと，研究活動として「職業経験」を

規定した。学生が研究と博士論文執筆に集中でき

るように条件整備の視点を示し，学生に対する財

政的支援の条件を考慮することや研究指導教員が

担当できる学生数の上限を設けた。さらに学位取

得後の就職支援措置，継続的な支援を行うことを

規定した。そして就職に際しては，公的機関の研

究職のみでなく，民間等の研究職，さらに幅広い

職業を想定した準備を行うことなどを規定してい

る。各地の大学で EDの設置が進められ，1990年

に EDの設置数が32であったが，1998年には244

に増加し，博士課程に在籍する学生の約70%が

EDに所属するようになった（夏目，2012）。

　（フランスの博士教育については，引用参考文

献の夏目（2007，2008，2012），大場（2009）ら

の報告に詳しい）

２．インタビュー調査の結果

１）基本情報について

　ED456は，パリ第11大学，パリ第５大学，パリ

第10大学，社会科学高等研究院で構成されてお

り，基幹大学がパリ第11大学（EDの中心大学）

で，その他の機関は ED456の構成大学になる。

ED463は，エクス・マルセイユ大学，ニース大学，

モンペリエ第１大学，トゥーロン大学，アヴィ

ニョン大学の５大学で構成され，基幹大学がエク

ス・マルセイユ大学で，その他の大学は ED463

の構成大学になっている（前掲表１参照）。

２）フランスの博士教育 （ED） 全般について

（1）	グランゼコール（フランス独自の高等専門教

育機関）との関係について

質問①：博士の学位を出す幾つかの機関での組

織上の問題は生じないのか。

　訪問した２つの EDでは，学位を出すこ

とで特別に問題は生じていない。

質問②：グランゼコールと大学との連携につい

て

　体育・スポーツの分野は，グランゼコー

ルとの連携はまだ進んでいない（ED456-

5）。特別な組織体制はない（ED463-1）。運

動学でグランゼコールに参加する予定，学

際的な研究 （ロボット研究，障害者リハビ

リ研究など） が可能になる（ED456-11）。

質問③：その他の機関との具体的な連携体制お

よび学生１人あたりの研究・教育指導体制に

ついて

　グランゼコールとの連携はないが，国立ス

ポーツ・専門技術・競技力向上学院（INSEP：

Institut national du sport, de l’expertise et de la 

performance）との連携があり，コーチや学

生が双方で学べる環境がある（ED456-5）。

特別なシステムはない（ED463-1）。

（2）	近年の高等教育システム改革の影響について

質問①：大きく変わった点について

　より競争的なシステムになったこと

（ED456-5）。運動・体育系の枠を越えて

より学際的な研究が可能になった（ED456-

11）。デメリットは，連携が複雑になったこ

とである（ED463-1）。

質問②：博士号取得者について

　優秀な人材を取るとういう方針から博士

は減少した（ED456-5）。博士課程の年間

在籍者数は最初の数年間で増加後，115名

前後で安定している（ED463-1）。

質問③：博士の学位取得者の就職率と就職先に

ついて

　就職率はあがった。就職先は，（a）大学

等の研究・教育機関，（b）国立研究所など

の研究機関（スポーツ関係だけに限らな

い），（c）中・高等学校の教員，（d）スポー

ツ関連企業（ED456-5）。学生の研究職へ

の就職率は98%に達している（ED463-1）。

スポーツ用品企業，大企業のラボ，ロボッ

ト関係，地方公共団体へ就職している
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（ED456-11）。

３）組織に関すること

（1）	ED456-5，ED456-11およびED463-1の「コー

ス」について

質問①：連携の経緯および連携のシステムにつ

いて

　連携は地理的な理由と研究領域でまと

まったこと。パリ中心の５大学と郊外のモ

ンペリエ第１大学を中心にした大学の２つ

が運動系の博士課程である。連携内容とし

ては，奨学金をもらう人の選定などを３大

学で話し合うなど事務的なこと。論文審査

は，他の大学の教員が評価し，指導教員は

審査に入らない（ED456-5）。南部広域修

士課程（トゥールーズ，モンペリエ，マル

セイユ，アヴィニョン，ニース，トゥー

ロンの各大学）に関する過去の協力実績

があったことによる（ED463-1）。体育の

学科が医学部等他の大学院に合併されそう

になっていたため，同じ研究をしている大

学の連携によって2002年から始まった。近

隣の大学と INSEPも関わって，大学院の

専門性の維持が可能になった。共同連携す

ることで独自の体育・スポーツ分野が生き

残り，体育・スポーツ分野の研究者を集め

ることにもつながった。一方，社会科学高

等研究院は，スポーツの社会学の研究を進

めたくて参画した。例えば病院等に関連

する運動学等の専門的な研究をしている

（ED456-11）。

質問②：基幹大学もしくは構成大学としてのメ

リット，デメリットについて

　メリットは，競争や協同が生まれ，学生

の獲得・教育意欲が高まる。複数大学にま

たがり事務関係のスタッフを一つにできて

必要人数が減るので無駄な予算を使わなく

てすむこと。事務的な力としては基幹大学

が持っているが，契約としては平等であ

る。学生数を確保できる。国からもらえる

奨学金は学生数で決まるので，それだけ予

算がもらえる。デメリットは，EDができ

る前は結果の有無に関わらず国からお金が

もらえていたが，EDができてからは結果

を出さないとお金をもらえなくなった（成

果がでなかったスポーツ科学部の内，２～

３の大学が実際に無くなった。成果主義に

移行）（ED456-5）。メリットは，博士課程

を目指す学生が，人間運動科学（包括的か

つ学際的アプローチの科学）に特化した

テーマで博士論文研究のための助成を受け

ることができる。３大学が間に立って助成

割当を行うことで，当 EDに割り当てられ

る博士協定注4）（contrats doctoraux）数も増

加した。連携した大学が様々な授業を提供

し合い，学際性が強くなること。各大学で

開催される集中講義に出ることや合宿共同

授業の開催により学生同士の交流が深まる

こと。デメリットは，学内の総合博士課程

教育センター編成時における分かりにくさ

（ED463-1）。メリットは，学生の数が一番

多く，奨学金の金額も大きい。様々なとこ

ろに対し基幹大学として情報発信できる。

協定を結ぶことによって存在感がアピール

でき，認知度が上がり，学生が集まってき

た。連携することで世界でのランクが上が

り，体育・スポーツ科学という独自性を発

展させ，世界にアピールできる。デメリッ

トは，複雑になり，連絡に対する返事が遅

れがちで，学生の入学や就職に対する対応

の統一性がとりにくい（ED456-11）。

質問③：各 ED課程の特色および他の ED との

   
注4） 「博士契約」と訳す場合もあれば，「博士協定」と訳す場合もあるが，本文では「博士協定」を用いた。博士教育センター
は，大学の部局（composante）やその他の組織ではなく，時限の付された教育プログラムの一種である。他の教育課程
同様に，四年契約毎にその継続が国によって承認されなければならない（大場，2009）。
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相違点について

　ED463とは他人でありライバル関係であ

る（ED456-5）。EDの使命は，博士課程教

育と博士号取得者の就職の容易化である。

この点から見ると，各 ED間の連携にはあ

まり意味がない（ED463-1）。ED463は，企

業との連携が強く，ED456は人間科学全般

との関係が強い（ED456-11）。

質問④：学位の出所および学位の名称について

　学生の在籍する大学から大学名と専門の

コース名が記された博士号が交付される

（ED456-5）。学生の在籍する大学から大学

の博士号が交付される。学位を交付するの

は EDではなく大学である。例えば ED463

課程においては，エクス＝マルセイユ大

学，モンペリエ大学，ニース＝ソフィア・

アンティポリス大学の博士号が交付される

（ED463-1）。運動学，人間工学，心理学な

どの名称の学位があり，各大学の博士号に

なる（ED456-11）。

質問⑤：教育 （研究指導・授業） の実施形態に

ついて

　基本的に一人の教員につき，研究指導が

なされる（一人の教員は３人まで院生をも

てる）。授業はどの構成大学でも受けられ

る。最終審査は，５名－10名の審査員（一

人だけパリ第５大学で，他はすべて他大学

の教員）の前で20-30分発表し，３時間の

質疑応答を受ける。指導教員の管理下で約

100時間の大学の授業実習を行う（この授

業に対しては給料が支払われる）。この実

習で自分自身が教職に向いているかなどの

就職の判断材料になる（ED456-5）。博士

課程に学ぶ学生は，出席をベースに認定

される教育モジュールに登録する（ED463-

1）。指導教官は学生１人につき１人。学生

は論文のテーマが大学の扱っている分野

と合致していなければならないこと，資

金 （奨学金や公費など） があることなどの

条件が必要。授業は必須科目があり，３年

でとる単位も決められている。12時間１単

位。必修の授業はそれぞれの大学で行われ

ているが，他の大学で取得した単位を認め

ることもできる。学生が移動して他大学の

授業を受ける場合，先生が移動する場合も

ある。テレビ会議システムを利用すること

もある。INSEPにも学位を取る学生がいる

が，パリ第５大学に在籍して INSEPで研

究をするという形をとり，パリ第５大学の

博士号を取得することになる（ED456-11）。

（2）	組織上の事務的手続きについて

質問①：大学間の協定の手続き（協定書，協定

の間柄など）について

　EDのルールが決まっていて，それに従

う（ED456-5）。相互資格授与の原則を受

け入れた各大学は，学内への ED帰属原則

を自動的に受け入れることになる（ED463-

1）。各大学間で協定を結ぶ。学長がサイン

をするという形。どういう形で大学に参

加・貢献できるかという規定がある。参加

大学には，構成大学との規定と一致するよ

うに確認してから参加してもらう。各大学

で予算も検討し，参加期間は４～５年で更

新するという形をとっている（ED456-11）。

質問②：博士課程の連携によって大学院あるい

は大学自体に生じた変化（例えば，規則の変

更，施設の増改築，人の増減など）について

　特にない（ED456-5）。財源（ED割当予

算および各大学が EDに対し行う財政支

援）ならびに教育モジュール（EDに在籍

する全学生が受講可能）を共有できるよう

になったこと。学際的かつ単一テーマ（人

間運動科学）の EDを存続させるために最

低限必要な人員数を確保できるようになっ

たこと（ED463-1）。

質問③：大学院博士課程の学生の募集について

　学生募集はしていない。興味がある学生

が自分たちで大学や教員の HPをみたり，
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教員の発表論文などをみて教員を探してア

プローチしてくる。入学試験はなく，指導

教員が OKなら入学可となる（ED456-5）。

当 EDで博士論文研究を行うためには，３

年間の研究のための助成を受けていること

が必要条件となる。助成を受けるには，財

源により以下の２つの可能性がある。（a）

博士協定：年に１回（７月）EDが行う入

学試験で，学術的に優秀な評価を受けるこ

とと，出身母体の研究修士課程で優れた評

価を受けることの２つの条件を満たすこ

と。（b）その他の助成：研究室から直接助

成を受ける場合，論文のテーマと EDの取

り組むテーマとの適合性および優れた論文

執筆に向けて学生を効果的に指導する研究

室の能力である（ED463-1）。HPから学生

が情報を得る。奨学金の契約などの応募も

HPからできる。こちらの修士課程の他，

全国，海外からも学生が集まってくる。他

大学から進学してくる学生は約６～７割で

ある（ED456-11）。

質問④：連携に関する予算について

　ED456の予算も各大学の予算の両方を使

う。教員の研究費は，論文の数によって決

まり，論文数が多い程予算は多くなる。業

績の査定は，４年に１回他大学の教員が査

定して決める（ED456-5）。博士協定への助

成金は国民教育・高等教育・研究省（Ministère 

de l’Éducation nationale, de l’Enseignement 

supérieur et de la Recherche）の予算を通じ

て，各構成大学によって運用される。その

契約に基づくミッション（研究活動）費用

は EDが支払う（ED463-1）。連携に関わる

スタッフの予算は特になく，大学から給

与が出ている。専任のスタッフはおらず，

職員の仕事の一部として捉えられている

（ED456-11）。

４）博士課程学生（以下，博士学生）の学生生活

について

質問①：大学院生の活動 （研究，授業） の拠点

について

　指導教員のいる場所が研究の拠点にな

り，他で活動することはないが，他大学

に行って授業を受けることもある（ED456-

5）。活動時間の大半を過すのが研究室で，

その他教育モジュール実施場所などもある

（ED463-1）。実験，研究をどこで行うかで

変わってくる（ED456-11）。

質問②：大学院生の指導体制について

　一人の教員に完全に指導される（前述）

（ED456-5）。研究を指導するための研究指

導 資 格（HDR 注5）：habilitation a diriger des 

recherches）を持つ教員が学生の指導にあ

たる（教員１名に対して学生は最大２名ま

で）（ED463-1）。

質問③：構成大学間の共同講義について

　共同講義のようなものはなく，他の先生

の授業を聞きたいなら他の大学に行く。教

員は所属大学でも他の構成大学でも授業

は開講できる（ED456-5）。学生が移動す

ることもあれば教員が移動することもあ

る。テレビ会議システムによる授業もある

（ED456-11）。

質問④：構成大学において，大学院生が受けら

れるサービスについて

　ネットワーク，メールなどは恐らく各大

学で与えられているが，図書館の利用は可

能である（ED456-5）。学生向けのあらゆ

る通常のサービス（膨大な図書・文献閲覧

を含む）を利用可能である。また EDでは

各研究室が必要な技術的・物的研究環境

   
注5） 博士号取得後の研究成果に基づいて授与される国家免状。多くの領域では大学教授になるための要件とされる（大場，
2009）。
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（パソコン，大学の研究設備・機材の利用

やデータベースへのアクセス）を提供して

いる（ED463-1）。原則としては自分の大

学の施設を使うが，研究に応じて臨時の仮

IDを発行する場合もある（ED456-11）。

質問⑤：大学院生に対するサポート，社会人学

生への特別なサービスなどについて

　年に１度開催される「EDの日」の全費

用を負担するとともに，国際会議への出席

を申請ベースで資金援助を行っている。社

会人に対しては，条件が合えば EDが提供

していない教育分野に対しても財政的な支

援，博士号取得者と企業の顔合わせなどの

就職支援活動の支援を行っている（ED463-

1）。繋がりのある企業から奨学金を提供し

てもらっている（ED456-11）。

５）その他

質問①：教員の給与の負担について

　国の税金である。指導によって，良い雑

誌に掲載され，良い成果を出せばパリ第５

大学では，エキストラの報奨金をもらえ

る。たくさんの人数を指導することより

一つの良い成果が評価される（ED456-5）。

EDの予算から（ED463-1）。各大学が自大

学の教員に給与を支払っている。教員への

インセンティブ（学生が良い論文を書くと

与えられる）というシステムはここでは

とっていない。専門分野が違うと評価が難

しいし，競争が激しくなると雰囲気が悪く

なる（ED456-11）。

質問②：開設時のトラブル，発展などについて

　EDで連携したことで競争が激しくなり，

教員間で優秀な学生の奪い合いがおこる事

もある。博士の指導がうまくいかない，あ

るいは博士学生が集まらない先生がマイナ

ス評価を受けること。それによって強いス

トレスを蒙る先生もいる（ED456-5）。時

間をかける（time consuming）ことなく効

率的に論文指導をするための体制構築が課

題である（ED463-1）。トラブルは特にな

い。予想外の発展と言えば，パリ第５大学

でアートセラピーの学会が参加したいと

言ってきたこと（ED456-11）。

質問③：今後の展望や計画について

　生き残ること（ED456-5）。OBネット

ワーク（企業との関係構築）の強化および

論文指導体制の改善。学生が研究室や指導

現場で何らかの問題に直面した時に，仲

裁的な解決法を提案できるようにするこ

とが理想である（ED463-1）。１番の目的

は規模を大きくすること。ベルサイユ大学

の参画，エブリ大学の研究員の受け入れな

どが当面の課題。多くの大学の参入を希望

している。中国，台湾，アフリカの大学等

との共同研究，共同指導はすでに進められ

ている。パリ第５大学の学生は日本の大学

と宗教の共同研究をしたいと考えている

（ED456-11）。

質問④：その他について

　各教員の資格審査はしている。論文の

数，指導の仕方など規定がある。審査員の

半数以上は当該大学以外の委員。フランス

の研究者たちは，他の研究分野に吸収され

ずに，自分の専門性が埋もれないように，

独自性をアピールしていくことが重要と考

えている。体育・スポーツ科学という独自

性を残して合併，存続した（ED456-11）。

Ⅳ　考　察
　ここでは，今回の調査結果と本プログラムとの

比較を通して今後の方向性について考察を行う。

なお，今回の調査で得られた結果と本プログラム

と比較したものを表にしてまとめ，巻末に資料と

して添付した。

１．今回のフランスの調査から

　今回の調査は，フランスで体育・スポーツ科学

で連携している２つの ED （ED456，ED463） につ
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いて調べた内容である。フランスの近年の高等教

育改革の影響により，体育・スポーツの分野もよ

り競争的になり，より優秀な人材を獲得するこ

とが重要視され，博士学生は減っている。しか

し，EDによって連携することで体育・スポーツ

の独自の専門性をもつ組織としての存続を可能に

した。また，EDによって，競争力や協同性が強

調され，学生の獲得や教育意欲は高くなった。さ

らに，連携した大学はそれぞれに授業を提供しあ

い，共同授業の実施などにより，大学間の交流も

深まったとのことである。一方，成果主義となり，

結果が出ない場合は予算の削減や消滅というデメ

リットも生じているとのことであった。

　学生の指導では，基本的には教員一人に一人の

学生が指導を受けることを基本としているが学位

などの審査は，他大学の教員が審査に当たり，指

導教員はあまり関与できないという仕組みになっ

ている。また，博士学生は，約100時間の教育実

習が課せられており（給料が支払われる），この

実習が自分の教職への適正を自己判断する機会と

なっているとのことであった。

　学生の募集活動については，大学側は特別な募

集活動はしておらず，学生は，教員の HPや教員

の発表論文などを見て，学生の側から指導を受け

に来る。しかし，学生が博士課程に受け入れられ

るためには，３年間の研究助成資金を受けられる

ことが最低の条件になっている。

２．今後の本プログラムの在り方について

　今回の調査の結果から，大学院博士課程に進学

する学生が増加することや産業界における高度な

専門的知識，技術を持ち合わせた人材，俯瞰的な

立場から事業を見ることのできる博士号取得者の

需要が見込まれており，大学院博士課程の質の保

証を図ることの重要性や学位取得者の進路開拓が

重要であることが示唆された。そのためにいくつ

かの国内外の大学，学部，あるいは学科・研究室

単位で連携し，多領域にわたる学際的な研究教育

をグローバルな視点から推進することが求められ

ていると考えられる。

　今後本連携大学院プロジェクトにおいては，九

州地区の体育・スポーツ科学系学部，学科をもつ

大学院との連携を拡大し，特に本大学院にない研

究領域（分野）の科目（例えば，文系領域の教科

教育や大学院博士後期課程での教育実習など）を

充実する事が必要である。さらにグローバルな視

点からは，地理的条件を考慮して中国や台湾をは

じめとする東アジアにおいて，体育・スポーツ系

大学の連携大学院システムによる博士教育の拠点

となることも可能である。一方で，学位取得者の

就職支援のための新たな取り組みを授業や講演会

などで実施する事が望まれる。本プログラムは，

今回のフランスの大学院システムの調査から学ん

だいくつかの課題を解決していくことで，専門性

に拘らず，俯瞰的な視点から学際的，複合的領域

で活躍できる高度な能力を備えた博士学生の教育

を可能にするシステムであると考えられる。体

育・スポーツ科学の分野が他の分野に吸収される

ことなく，体育・スポーツの独自性を展開して世

界に貢献して行くことが重要であり，どのように

して生き残るか，そのために多くの大学の参入を

期待し，規模をさらに大きくしていくことが必要

である。
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さらに，本調査研究の実施にあたりご指導とご助

言を賜りました上越教育大学の大前敦巳教授に心

より感謝申し上げます。
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徳田，その他：フランスの体育学・スポーツ科学系博士教育センター（ED）の調査報告

付　記
　本調査は平成26年度文部科学省概算要求におけ

る特別経費によるものです。
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人
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工

学
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人
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運

動
科
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学
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ル
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学
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学
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成
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学
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学
ニ
ー
ス
大

学
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モ
ン
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リ
エ
第

1
大

学
、
ト
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ー
ロ
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大

学
、

ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
大

学
熊

本
大

学
（
大

学
院

教
育

学
研

究
科

）
、

鹿
児

島
大

学
（
大

学
院

教
育

学
研

究
科

）
現

在
の

E
D
在

籍
学

生
1
2
5
名

院
生

1
名

に
対

す
る
研

究
指

導
教

員
数

1
名

3
名

博
士

後
期

課
程

修
了

者
の

進
路

に
つ
い
て

博
士

号
を
取

得
し
た
人

た
ち
の

就
職

率
は

ど
れ

く
ら
い
で
、
ど
の

よ
う
な
と
こ

ろ
に
就

職
し
て
い
ま
す
か

。
ま
た
、
企

業
へ

の
就

職
の

斡
旋

な
ど
は

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い
ま
す
か

。

・
優
秀
な
人
材
し
か
博
士
を
取
れ
な
い
の
で
人
数
が
減
っ
た
こ
と

で
，
就
職
率
は
あ
が
っ
た
。

・
就
職
先
は
，
①
大
学
等
の
研
究
・
教
育
機
関
　
②
国
立
研
究

所
な
ど
の

研
究

機
関

（
ス
ポ
ー
ツ
関

係
だ
け
に
限

ら
な
い
）
　
③

中
・
高
等
学
校
の
教
員
。
博
士
論
文
の
最
終
審
査
の
成
績
が
良

い
人
は
，
良
い
と
こ
ろ
に
就
職
で
き
る
。

・
当
E
D
で
は

、
博

士
号

取
得

者
の

高
い
就

職
率

の
実

現
を
最

優
先

す
る
と
い
う
方

針
を
掲

げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

手
段

と
し

て
、
学
生

が
博

士
論

文
の

執
筆

に
あ
た
る
学

術
的

環
境

の
質

的
管
理
、
登

録
の

限
定

（
3
年

間
の

論
文

執
筆

に
要

す
る
経

費
を

支
給
さ
れ

た
学

生
の

み
）
、
学

生
の

職
業

的
視

野
の

拡
大

お
よ

び
企

業
で
通

用
す
る
言

語
で
の

会
話

能
力

強
化

を
目

指
す
教

育
モ
ジ
ュ
ー
ル

、
博

士
論

文
の

口
頭

審
査

受
験

資
格

を
得

る
た

め
に
課
さ
れ

る
基

準
の

設
定

（
IS
I―

科
学

情
報

研
究

所
で
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ

る
雑

誌
に
最

低
2
本

の
論

文
が

掲
載

さ
れ

、
そ
の

う
ち
少

な
く
と
も
1
本

で
当

該
学

生
が

筆
頭

著
者

と
し
て
掲

載
さ
れ

る
こ
と
）
が

挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
論

文
指

導
も
、
滞

り
な
く
論

文
を

執
筆

さ
せ

る
た
め
の

有
効

な
手

段
の

ひ
と
つ
。
こ
う
し
た
様

々
な

手
続

き
を
経

る
こ
と
で
、
学

生
の

研
究

職
へ

の
就

職
率

は
9
8
%
に

達
し
て
い
る
。

・
主

に
研

究
機

関
、
教

職
。
一

部
、
企

業
へ

の
就

職
が

あ
る
。

連
携

に
つ
い
て

連
携

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
ど
の

よ
う
な
経

緯
か

ら
で
す
か

。
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
連

携
シ
ス
テ
ム
が

構
築

さ
れ

て
い
る
の

か
を
お
教

え
く
だ
さ
い
。

・
2
0
0
2
年

よ
り
開

始
さ
れ
た
。
こ
の
体
育
の
学
科
が
医
学
部
等

他
の

大
学

院
に
合

併
さ
れ

そ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
同

じ
よ
う

な
研

究
を
し
て
い
る
大

学
の

連
携

に
よ
っ
て
始

ま
っ
た
。
近

隣
の

大
学
と
IN
S
E
P
も
関
わ
っ
て
、
大
学
院
の
専
門
性
の
維
持
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
社
会
科
学
高
等
研
究
院
は

、
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
学
の
研
究
を

進
め
た
く
て
参
画
し
た
。
例

え
ば
病
院
等
に
関
連
す
る
運
動
学

等
の
専
門
的
な
研
究
を
し
て
い
る
。
こ
の
課
程
の
目
的
は
、
人

間
の

運
動

ま
た
は

ス
ポ
ー
ツ
に
関

連
の

あ
る
研

究
者

を
す
べ

て
集
め
る
こ
と
で
あ
る
。

・
連

携
す
る
経

緯
は

地
理

と
研

究
領

域
（
ス
ポ
ー
ツ
系

学
部

の
学

生
を
対

象
と
し
て
E
D
で
ま
と
め
た
）
。

・
連
携
内
容
と
し
て
は
，
奨
学
金
を
も
ら
う
人
の
選
定
な
ど
を
3
大

学
で
話
し
合
い
な
ど
事
務
的
な
こ
と
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教
育
や
研
究
の
協
力
体

制
と
し
て
の
連
携
は
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
な
く
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教
員
の
人
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関

係
の
つ
な
が
り
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研
究
指
導
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ど
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や
っ
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。

・
南

部
広

域
修

士
課

程
（
ト
ゥ
ー
ル

ー
ズ
、
モ
ン
ペ
リ
エ
、
マ
ル

セ
イ
ユ
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
、
ニ
ー
ス
、
ト
ゥ
ー
ロ
ン
）
に
関

す
る
過
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績
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営
陣

に
よ
り
課

せ
ら
れ

た
学

内
E
D
統

合
政
策
を
理

由
に
離

脱
を
決

め
て
い
る
。

・
九

州
地

区
の

体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
科

学
に
関

す
る
修

士
課

程
を
持

つ
大

学
で
構

成
さ
れ

る
。
現

職
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員
の

学
位

取
得
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地

域
の

体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者

の
資

質
向

上
な
ど
を
目

的
に
、
鹿

屋
体

育
大

学
の

博
士

後
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課
程

を
基

盤
に
し
て
構

築
さ
れ

た
。

基
幹

大
学

と
構

成
携

大
学

（
連

携
大

学
）
に
つ
い
て

基
幹

大
学

又
は

構
成

大
学

（
連

携
大

学
）
で
あ
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
、
あ
る
い
は

デ
メ
リ
ッ
ト
（
例

え
ば

基
幹

大
学

、
構

成
大

学
（
連

携
大

学
）
で
な
い
こ
と
に
よ

る
）
が

あ
れ

ば
教

え
く
だ
さ
い
。

メ
リ
ッ
ト

・
学
生
の
数
が
一
番
多
い
の
で
、
奨
学
金
の
金
額
も
大
き
い
こ
と

や
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
対

し
、
基
幹
校
と
し
て
情
報
発
信
で
き
る

と
い
う
点
。

・
協

定
を
結

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
存

在
感

が
ア
ピ
ー
ル

で
き
、
認

知
度
が
上
が
り
、
学
生
が
集
ま
っ
て
き
た
点
。

デ
メ
リ
ッ
ト

・
複
雑
に
な
り
、
連
絡
に
対

す
る
返
事
が
遅
か
っ
た
り
、
学
生
の

入
学
や
就
職
に
対
す
る
対
応
の
統
一
性
が
と
り
に
く
い
点
。

メ
リ
ッ
ト

・
E
D
で
連
携
す
る
こ
と
で
，
複
数
大
学
に
ま
た
が
り
事
務
関
係
の

ス
タ
ッ
フ
を
一

つ
に
で
き
て
必

要
人

数
が

減
る
の

で
無

駄
な
予

算
を
使
わ
な
く
て
す
む
。

・
競

争
や

協
同

が
う
ま
れ

る
（
い
い
と
こ
で
も
悪

い
と
こ
で
も
あ
る
）

⇒
学
生
の
獲
得
・
教
育
意
欲
が
高
ま
る

・
学

生
数

を
確

保
で
き
る
。

・
国

か
ら
も
ら
え
る
奨

学
金

は
学

生
数

で
決

ま
る
の

で
，
そ
れ

だ
け
予

算
が

も
ら
え
る
。

・
事
務
的
な
力
と
し
て
は
パ
リ
第
1
1
大
学
が
持
っ
て
い
る
が
，
契

約
と
し
て
は
平
等
。

デ
メ
リ
ッ
ト

・
E
D
が
で
き
る
前
は
結
果
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
国
か
ら
お
金
が

も
ら
え
た
け
ど
，
E
D
が

で
き
て
か

ら
は

結
果

を
出

さ
な
い
と
お
金

を
も
ら
え
な
く
な
っ
た
（
成

果
が

で
な
か

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部

の
内
，
2
-
3
の
大
学
が
実
際
に
無
く
な
っ
た
。
成
果
主
義
に
移
行
）
。

メ
リ
ッ
ト

・
博
士
課
程

を
目

指
す
学

生
が

、
必

ず
し
も
適

合
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
他

の
研

究
分

野
の

一
部

と
し
て
で
は

な
く
、
人

間
運

動
科

学
（
包

括
的

か
つ
学

際
的

ア
プ
ロ
ー
チ
）
に
特

化
し
た
テ
ー
マ

で
博
士
論
文

研
究

の
た
め
の

助
成

を
受

け
る
こ
と
が

で
き
る
と

い
う
点
。
3
大

学
が

間
に
立

っ
て
助

成
割

当
を
行

う
こ
と
で
、
当

E
D
に
割

り
当

て
ら
れ

る
博

士
協

定
数

も
増

加
し
た
。

デ
メ
リ
ッ
ト

・
学

内
の

総
合

博
士

課
程

教
育

セ
ン
タ
ー
編

成
時

に
お
け
る
分

か
り
に
く
さ
。

メ
リ
ッ
ト

・
鹿

屋
体

育
大

学
博

士
後

期
課

程
の

教
育

課
程

の
改

善
。
学

際
領

域
、
複

合
領

域
の

研
究

に
も
貢

献
で

き
る
力

量
を
修

得
さ
せ

る
事

が
可

能
に
な
る
。
総

合
大

学
と
の

連
携

は
、
単

科
大

学
の

欠
点

を
補

う
事

に
も
つ
な
が

る
。

・
学

生
、
社

会
人

（
主

に
現

職
の

教
員

）
の

学
位

取
得

の
可

能
性

、
機

会
を
広

げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

学
位

認
定

に
つ
い
て

学
位

は
ど
こ
の

大
学

の
学

位
に
な
り
ま

す
か

。
ま
た
、
学

位
の

名
称

を
教

え
て

く
だ
さ
い
。

・
運
動
学
、
人
間
工
学
、
心
理
学
、
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
学
位
が
あ

り
、
各
大
学
の
博
士
号
に
な
る
。

学
生

の
在

籍
す
る
大

学
か

ら
博

士
号

が
交

付
さ
れ

る
。

・
学

生
の

在
籍

す
る
大

学
か

ら
大

学
の

博
士

号
が

交
付

さ
れ

る
。
学

位
を
交

付
す
る
の

は
E
D
で
は

な
く
大

学
。
例

え
ば

E
D
4
6
3

課
程
に
お
い
て
は

、
エ
ク
ス
＝

マ
ル

セ
イ
ユ
大

学
、
モ
ン
ペ
リ
エ

大
学
、
ニ
ー
ス
＝

ソ
フ
ィ
ア
・
ア
ン
テ
ィ
ポ
リ
ス
大

学
の

博
士

号
が

交
付

さ
れ

る
。

・
鹿

屋
体

育
大

学
の

「
学

位
」
と
な
る
。

資
料
　
フ
ラ
ン
ス
博

士
教
育
（
E
D
)と

鹿
屋
体
育
大
学
博
士
後
期
課
程
と
の
主
要
な
観
点
の
比
較

*

基
本

情
報

E
D
4
5
6

鹿
屋

体
育

大
学

大
学

院
体

育
学

・
ス
ポ
ー
ツ
科

学
連

携
大

学
院

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム

人
間
運
動
科
学

パ
リ
第
1
1
大
学

パ
リ
第
5
大
学
、
パ
リ
第
1
0
大
学
、
社
会
科
学
高
等
研
究
院

1
0
9
名

1
名

項
目

（
*
本
文
の
「
Ⅲ
．
結
果
」
の
「
2
.イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
」
の
内
容
か
ら
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連
す
る
内
容
を
抜
粋
し
て
作
成
）
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E
D

4
6
3

パ
リ

第
1
1
大

学
パ

リ
第

５
大

学
モ

ン
ペ

リ
エ

第
1
大

学

E
D

4
5
6

鹿
屋

体
育

大
学

大
学

院
体

育
学

・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
連

携
大

学
院

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
項

目

博
士

学
生

の
教

育
体

制
に

つ
い

て
教

育
（
研

究
指

導
、

授
業

）
は

ど
の

よ
う

な
形

態
で

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

。

・
指

導
教

官
は

学
生

1
人

に
つ

き
1
人

、
論

文
の

テ
ー

マ
が

大
学

の
扱

っ
て

い
る

分
野

と
合

致
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

、
資

金
（
奨

学
金

や
公

費
な

ど
）
が

あ
る

こ
と

な
ど

の
条

件
が

い
く

つ
か

あ
る

。
・
例

え
ば

、
ス

ポ
ー

ツ
選

手
の

ス
ト

レ
ス

、
行

動
、

食
事

な
ど

に
関

す
る

リ
ス

ク
の

研
究

な
ど

が
あ

る
。

（
IB

M
が

資
金

提
供

）
・
授

業
は

必
須

科
目

が
あ

り
、

3
年

で
と

る
単

位
も

決
め

ら
れ

て
い

る
。

1
2
時

間
1
単

位
。

論
理

的
な

も
の

、
実

践
的

な
も

の
、

英
語

、
統

計
学

な
ど

が
あ

る
。

・
必

修
の

授
業

は
そ

れ
ぞ

れ
の

大
学

で
行

わ
れ

て
い

る
が

、
他

の
大

学
で

取
得

し
た

単
位

を
認

め
る

こ
と

も
で

き
る

。
・
学

生
が

移
動

し
て

他
大

学
の

授
業

を
受

け
る

場
合

も
あ

る
し

、
先

生
が

移
動

す
る

場
合

も
あ

る
。

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
を

利
用

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
他

大
学

で
授

業
を

受
け

ら
れ

る
が

、
E
D

4
5
6
以

外
の

大
学

の
授

業
に

も
出

席
で

き
、

単
位

取
得

の
証

明
書

を
持

っ
て

く
れ

ば
、

認
定

さ
れ

る
。

・
IN

S
E
P

に
も

学
位

を
取

る
学

生
が

い
る

が
、

パ
リ

第
5
大

学
に

在
籍

し
て

IN
S
E
P

で
研

究
を

す
る

と
い

う
形

を
と

る
。

パ
リ

第
5
大

学
の

博
士

号
を

取
得

す
る

こ
と

に
な

る
。

・
基

本
的

に
1
人

の
教

員
に

つ
き

，
研

究
指

導
が

な
さ

れ
る

（
1
人

の
教

員
は

3
人

ま
で

院
生

を
も

て
る

）
。

・
授

業
は

連
携

先
の

ど
こ

の
大

学
で

も
受

け
ら

れ
る

（
ほ

と
ん

ど
授

業
は

な
い

）
。

・
最

終
審

査
は

，
5
名

-
1
0
名

の
審

査
員

（
1
人

だ
け

パ
リ

第
5
大

学
で

，
他

は
す

べ
て

他
大

学
の

教
員

）
の

前
で

2
0
-
3
0
分

発
表

し
，

3
時

間
の

質
疑

応
答

を
受

け
る

。
・
大

学
で

指
導

教
員

の
管

理
下

で
授

業
を

や
る

な
ど

1
0
0
時

間
の

実
習

を
行

う
（
こ

の
授

業
に

対
し

て
は

給
料

が
支

払
わ

れ
て

い
る

）
。

こ
れ

に
よ

っ
て

自
分

自
身

が
向

い
て

い
る

か
な

ど
の

判
断

材
料

に
な

っ
た

り
，

就
職

の
判

断
材

料
に

な
る

。
（
基

本
的

に
、

も
う

止
め

た
方

が
い

い
な

ど
と

は
教

員
か

ら
は

言
わ

な
い

、
論

文
を

書
か

な
か

っ
た

り
、

1
0
0
時

間
の

授
業

を
実

行
で

き
な

か
っ

た
り

し
て

自
ら

放
棄

す
る

の
が

通
例

と
な

っ
て

い
る

）

・
博

士
課

程
に

学
ぶ

学
生

は
、

出
席

を
ベ

ー
ス

に
認

定
さ

れ
る

教
育

モ
ジ

ュ
ー

ル
に

登
録

す
る

。
・
指

導
教

官
1
人

に
対

す
る

指
導

学
生

の
数

の
上

限
は

な
い

。
共

通
授

業
を

設
け

、
数

人
の

教
員

が
担

当
し

て
い

る
。

博
士

後
期

課
程

の
学

生
は

、
毎

年
「
論

文
指

導
研

究
会

」
で

発
表

し
、

主
指

導
教

員
お

よ
び

副
指

導
教

員
の

指
導

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

博
士

学
生

の
募

集
に

つ
い

て

学
生

の
募

集
は

ど
の

よ
う

に
し

て
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

構
成

大
学

の
修

士
課

程
か

ら
の

応
募

だ
け

で
な

く
、

そ
れ

以
外

の
大

学
の

修
士

課
程

か
ら

の
入

学
者

や
、

社
会

人
の

入
学

者
は

い
ま

す
か

。
い

る
の

で
あ

れ
ば

、
彼

ら
へ

の
募

集
は

ど
の

よ
う

に
行

っ
て

い
ま

す
か

。

H
P

か
ら

学
生

が
情

報
を

得
る

。
奨

学
金

の
契

約
な

ど
の

応
募

も
H

P
か

ら
で

き
る

。
こ

ち
ら

の
修

士
課

程
の

他
、

全
国

、
海

外
か

ら
学

生
が

集
ま

っ
て

く
る

。
他

大
学

か
ら

進
学

し
て

く
る

学
生

は
約

6
～

7
割

。

・
学

生
募

集
は

し
て

い
な

い
。

興
味

が
あ

る
学

生
が

自
分

た
ち

で
大

学
や

教
員

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

み
た

り
，

教
員

の
発

表
論

文
な

ど
を

み
て

教
員

を
探

し
て

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
く
る

。
昔

博
士

が
多

す
ぎ

た
の

で
，

基
本

的
に

は
減

ら
し

た
い

と
い

う
こ

と
も

あ
り

，
こ

う
い

う
ス

タ
イ

ル
を

と
っ

て
い

る
。

入
学

試
験

は
な

く
，

指
導

教
員

が
O

K
な

ら
入

学
と

な
る

。

・
当

E
D

で
博

士
論

文
研

究
を

行
う

に
あ

た
っ

て
は

、
3
年

間
の

研
究

の
た

め
の

助
成

を
受

け
て

い
る

こ
と

が
必

要
条

件
と

な
る

。
助

成
を

受
け

る
に

は
、

財
源

に
よ

り
以

下
の

2
つ

の
可

能
性

が
あ

る
。

1
. 
博

士
協

定
：
年

に
1
回

（
7
月

）
E
D

が
入

学
試

験
を

実
施

し
、

大
学

の
博

士
課

程
入

学
希

望
者

を
評

価
す

る
。

選
抜

の
主

な
基

準
は

、
学

術
的

な
優

秀
性

と
出

身
母

体
の

研
究

修
士

課
程

で
受

け
た

評
価

。
2
. 
そ

の
他

の
助

成
：
研

究
室

か
ら

直
接

助
成

を
受

け
ら

れ
る

場
合

に
E
D

が
確

認
す

る
の

は
、

論
文

の
テ

ー
マ

と
E
D

の
取

り
組

む
テ

ー
マ

の
適

合
性

、
お

よ
び

優
れ

た
論

文
執

筆
に

向
け

て
学

生
を

効
果

的
に

指
導

す
る

研
究

室
の

能
力

の
み

。

・
連

携
大

学
で

の
年

１
回

（
2
カ

所
）
の

説
明

会
を

実
施

し
た

り
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
を

行
っ

て
い

る
。

学
生

の
活

動
拠

点
に

つ
い

て
大

学
院

生
の

活
動

拠
点

は
ど

こ
に

あ
り

ま
す

か
。

・
実

験
・
研

究
を

ど
こ

で
行

う
か

と
い

う
点

で
変

わ
っ

て
く
る

。
・
学

生
証

は
こ

こ
に

入
学

し
た

学
生

は
こ

の
大

学
の

ID
を

取
得

す
る

。

・
指

導
教

員
の

い
る

場
所

。
他

で
活

動
す

る
こ

と
は

な
い

。
・
活

動
時

間
の

大
半

を
過

ご
す

の
が

研
究

室
で

、
そ

の
他

教
育

モ
ジ

ュ
ー

ル
実

施
場

所
な

ど
も

あ
る

。
・
主

指
導

教
員

が
所

属
す

る
大

学
の

研
究

室
、

実
験

室
等

。

学
生

の
指

導
体

制
に

つ
い

て

学
生

の
指

導
体

制
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
か

。
主

指
導

教
員

や
副

指
導

教
員

と
い

っ
た

仕
組

み
が

あ
れ

ば
お

教
え

く
だ

さ
い

。

・
1
人

の
教

員
に

完
全

に
指

導
さ

れ
る

（
前

述
）
。

・
論

文
審

査
の

時
は

、
5
人

の
う

ち
4
人

は
全

く
外

部
の

審
査

員
の

指
導

を
受

け
る

事
に

な
る

。

・
当

E
D

で
は

、
研

究
を

指
導

す
る

資
格

（
H

D
R

［
研

究
指

導
資

格
］
免

状
取

得
者

ま
た

は
外

国
人

に
つ

い
て

は
こ

れ
と

同
等

の
資

格
）
を

持
つ

者
が

学
生

の
指

導
に

あ
た

る
こ

と
、

ま
た

学
生

に
対

す
る

丁
寧

な
指

導
を

可
能

と
す

る
た

め
同

時
に

指
導

で
き

る
学

生
数

を
最

大
2
名

ま
で

に
制

限
す

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

さ
ら

に
当

E
D

は
、

研
究

室
、

博
士

論
文

指
導

教
官

お
よ

び
E
D

学
長

が
共

同
署

名
し

た
博

士
論

文
憲

章
に

明
記

さ
れ

る
研

究
環

境
を

、
学

生
が

享
受

で
き

る
よ

う
配

慮
す

る
。

・
博

士
後

期
課

程
に

入
学

す
る

時
に

学
生

が
主

指
導

教
員

を
決

め
る

。
同

様
に

主
指

導
教

員
と

協
議

し
な

が
ら

副
指

導
教

員
も

決
定

す
る

。

共
通

科
目

の
授

業
と

授
業

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

構
成

大
学

（
連

携
大

学
）
間

で
の

共
同

講
義

な
ど

は
あ

り
ま

す
か

。
あ

る
な

ら
ば

、
ど

の
よ

う
な

仕
組

み
で

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

（
例

え
ば

集
中

講
義

、
T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

の
利

用
な

ど
）
。

・
共

同
講

義
の

よ
う

な
も

の
は

な
く
，

他
の

（
1
名

の
先

生
の

）
授

業
を

聞
き

た
い

な
ら

他
の

大
学

に
行

く
。

基
本

的
に

学
生

が
聴

き
た

い
授

業
を

探
し

て
大

学
間

を
移

動
す

る
。

教
員

は
所

属
大

学
で

も
他

の
構

成
大

学
で

も
授

業
は

開
講

で
き

る
。

・
さ

ら
に

年
に

1
度

開
催

さ
れ

る
E
D

の
「
科

学
の

日
」
に

は
、

E
D

が
資

格
付

与
し

た
研

究
室

、
研

究
者

、
指

導
研

究
者

お
よ

び
全

て
の

博
士

課
程

に
在

籍
す

る
学

生
が

集
結

す
る

。
そ

の
目

的
と

し
て

は
、

E
D

内
の

ま
と

ま
り

を
図

る
こ

と
（
「
科

学
の

日
」
の

主
催

者
は

学
生

）
、

学
生

が
行

っ
て

い
る

研
究

の
進

捗
状

況
の

発
表

、
学

生
と

業
界

関
係

者
と

の
顔

合
わ

せ
、

博
士

課
程

に
現

在
在

籍
す

る
学

生
・
卒

業
生

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
性

化
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。

・
共

同
講

義
を

設
け

て
い

る
。

・
連

携
大

学
間

で
の

講
義

は
遠

隔
授

業
シ

ス
テ

ム
（
テ

レ
ビ

会
議

）
を

使
用

し
て

い
る

。

今
後

の
博

士
課

程
の

展
望

今
後

の
展

望
（
計

画
）
に

つ
い

て
お

聞
か

せ
く
だ

さ
い

。

・
1
番

の
目

的
は

規
模

を
大

き
く
す

る
こ

と
。

ベ
ル

サ
イ

ユ
大

学
の

参
画

、
エ

ブ
リ

大
学

の
研

究
員

の
受

け
入

れ
な

ど
が

当
面

の
課

題
。

・
中

国
、

台
湾

、
ア

フ
リ

カ
の

大
学

等
と

の
共

同
研

究
、

共
同

指
導

は
す

で
に

進
め

ら
れ

て
い

る
。

・
パ

リ
第

5
大

学
の

学
生

は
日

本
の

大
学

と
宗

教
の

共
同

研
究

を
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。

・
生

き
残

る
こ

と
。

・
O

B
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
企

業
と

の
関

係
構

築
）
の

強
化

お
よ

び
論

文
指

導
体

制
の

改
善

。
学

生
が

研
究

室
や

指
導

現
場

で
何

ら
か

の
問

題
に

直
面

し
た

時
に

、
仲

裁
的

な
解

決
法

を
提

案
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

理
想

。

・
連

携
に

参
加

の
大

学
を

増
や

す
事

。




